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第58号（２面）２００９年１０月９日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





****************************************************************











　◆見るにつれ、人形づかいでありながらも細部まで表現されていて驚いた。親の立場として一人母親のがんばる姿がせつなかった。自分だって怖いのに子供を守らなければならない。食べるため、生きるため必死なのに子供を守らなければならない。戦争とは、家族や社会をも崩壊させるものだと、改めて感じさせる内容だった。いずれは子供に伝えたいと思っている。　　（女性･Ｋ･35歳）


　◆戦争を知らない世代の一人として、戦争を知らない人たちにたくさん見てもらいたい映画です。言葉にはない映像の力を感じました。場面場面が頭に心に焼きついて離れないでしょう。


　　　　  （女性･65歳）


　◆人形劇とは思えない映像でしたが、目をおおいたくなる場面は多く、人形だから観賞できたのかなと思います。子どもを守る母の強さに共感できました。　 （無記入）


　◆登場人物が皆死んでいく･･･とてもつらい、見るのが苦しい映画でした。戦争体験者にはフラッシュバックを起こさせるのではないでしょうか。おそらく製作に関わった人それぞれにとっても、楽しい作品ではなかったでしょう。一方、アニメと違って人形による表現、炎、焼夷弾の燃え上がる閃光、･･すばらしい美術表現力だと思います。（63歳）


　◆戦争の映画は、「うしろの正面だあれ？」など、いくつかの作品を見ましたが、その度に、二度と同じことをくり返してはいけない、次の世代の人たちに伝えなければならないと強く思います。猫たちからの視点がとても良かったと思います。たくさんの人たちに「猫は生きている」を見てもらいたいです。　　　 （女性･25歳）


　◆初めて人形映画をみました。苦労がとてもつたわってきました。また作品も猫が良かったと思います。余韻を残す終わり方も良かったと思います。平和の思いは一人じゃ生まれてきません。こういう機会があり、人はつながりの中から平和の思いをつくります。ともにがんばりたく思います。（男性･Ｈ･25歳）　


　◆東京でなく川崎で四月中旬罹災しております。ただし私は疎開して現場には居ませんでした。父が工場に徴用のため住んでいて、火の中を逃げ回りました。生きて九十五歳を全うしました。玄関を出て門を出たとき、玄関に焼夷弾が落ちたと聞いております。湾岸戦争のときテレビの報道を見ながら食事も水も喉をとおらなくなって入院したり、戦争中の経験はよほどつらかったと思いますが、ほとんど語ってくれませんでした。


　　　（由井梯子・74歳）


　◆少しづつドラマの中に引き込まれ、夢中に観ました。参加者が少なくて残念です。もっと多くの方にも観て欲しいです。人形の動き、表情がすばらしいのに驚きました。大映労組の闘争についてはあまり知りません。資料、本などがあれば次回の上映会に受付で紹介してはどうでしょうか。現代にも興味深い闘争であり、勇気付けられると思います。労組の力が弱まり、個人で悩み苦しむ方々、若者が多い昨今ですので。 （無記入）


　◆人形劇映画は始めてでしたが、図柄が美しく迫力があり、引き込まれました。映画づくりの情熱を聞かせていただけたのもとてもよかったです。来年三月十日に実施する「東京大空襲六十五周年記念公演」とタイアップした「戦争週間」としてとりあげられたらいいですね。(斉藤奎子）


　◆子どもたちに見せたいすばらしい映画です。中学、高校などで、社会科の授業で見せることはできないでしょうか。（男性･大西･78歳）


　◆東京大空襲を七歳の時、港区麻布で体験しました。この映画を見て色いろなことを思い出し、涙が出る思いでした。猫がもぐった縁の下に我が家の防空壕があったこと、近くに集団の大きな防空壕があり、そこに避難しじゅくじゅくと水がにじみ出てくる地層を見ていたこと。そこで命を救われました。火の海、火のうねりの音、目、耳から離れません。話しきれないほどに色いろありました。　


　　 （富永節子･72歳）





09年10月例会


猫は生きている


特別試写会





発足５周年をつづる集い


日時：１２月１１日(金) 18時開場、18時30分開会


場所：たづくり「くすのきホール」(調布駅南口)


参加費：５００円（チケット頒布中です）


 ● 作曲家・ピアニスト　島筒英夫さんの演奏


｢100人の村｣から憲法が見えた


 ● 池田香代子さんのお話











交流コーナー





＊今回は東京連絡会からのお知らせです。


東京連絡会発足一周年のつどい


　昨年の10月24日、九条の会東京連絡会が発足。その一周年を記念する集いを二回にわけて催します。参加券等は東京連絡会事務局まで。特に「ひとつめ」は席に限りがあります。お早めにどうぞ。・Ｅメール mail@9jo-tokyo.jp


・電話03-3239-6716,FAX 03-3239-6717


　［ひとつめ］


とき･10月24日(土)13時開場、13時半～16時半／ところ･日本教育会館八階大会議室／講演「生きいき憲法 98歳からのメッセージ」日野原重明さん(聖路加国際病院理事長)／詩朗読･日色ともゑさん(劇団民藝)／報告「九条をめぐる情勢と運動」都丸哲也さん(九条の会東京連絡会事務局代表)／一二〇〇円(学生割引八〇〇円)


　［ふたつめ］


とき･11月13日(金)18時開場、18時半～20時40分／ところ･豊島公会堂（みらい座いけぶくろ）／トーク「どうする日本と東アジア～北朝鮮と核密約と憲法九条～」蓮池透さん(北朝鮮による拉致被害者家族連絡会前事務局長）・桂敬一さん（日本ジャーナリスト会議会員）／うた･きたがわ･てつさん／一二〇〇円（学生割引八〇〇円）
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